
No. 議題 資料 質疑・意見 意見・質問に対しての方針等

1 5 ー 施設整備と道路整備をお願いします

施設や道路の段差解消など、町のバリアフリー化に

ついては、各担当と調整しながら進めていきたいと

考えています。

2 6 ー

差別解消の推進に関する対応ですが、自分の立ち

位置を考えながら接するようにできればと思いま

す。

誰もが障がいを理由とする差別を解消し、すべての

人が平等に社会参加のできる環境を整えたいと考え

ます。

3
『恵』のグループホームのその後の状況について

お聞かせください。

何人か「恵」のグループホームを利用し、すべての

利用者が相談支援事業と関わっています。しばらく

の間、指定の取り消しはないようです。本人及び家

族の意向の確認や、神奈川県と調整をしながら、進

めていきます。

4 3 3

２ ③一人暮らしの支援について

重度障がい者でも地域で一人暮らしが可能となる

支援として、重度訪問介護が注目されています。

提供事業所が少ないので、事例が少ないと思いま

すが、利用状況など重度訪問介護について情報が

ありましたら教えてください。

重度訪問看護の利用者は現在２名です。それぞれ子

ども家族と暮らしている状況です。行動障害の特性

のあるケースでは、支援者の負担が大きいため、重

度訪問看護を活用できればと考えております。

5 3 4

３（ア）②社会資源を活用するための支援に関す

ることについて

社会との関わりがない（難しい）方についての相

談はどこからあったのでしょうか？民生委員さん

からでしょうか？どのようにして相談支援事業所

に繋がったのでしょうか？

ご家族からの相談が主となっています。相談内容も

多岐に渡り、家族関係（暴力問題も含む）や、就

労、通所先への繋ぎなどの相談が多くあります。現

状、民生委員さんからの相談は多くはありません。

故に、民生委員さんとの連携体制構築は必須と考え

ています。

6 3 4

３（ア）③社会生活を高めるための支援に関する

ことについて

衣食住の他に、生活（心）を豊かにする支援は大

切だと思います。この支援が進むよう社会資源が

増えて欲しいと思います。

これまでもですが、意思決定支援が非常に重要と考

えます。お一人お一人が自分らしく暮らせる生活の

実現を目指して、今後も相談支援にあたってまいり

ます。

7 3 5

（２）ペアレントトレーニングについて

グレーゾーンや軽度知的障がいのお子さんの保護

者が対象かと思われますが、重度知的障がいのお

子さんの保護者向けのトレーニングも実施してい

ただきたい。意思疎通がとても難しく、保護者は

悩んでいると思います。

現状行っているペアレントトレーニングはかなり決

まった形のスキームを用いたものとなっています。

重度の方を対象にしたペアトレとなると、全く違っ

たスキームになり、スキームの作成についてかなり

高度な専門性が問われるものと考えます。

ご家庭の中での親御さんのご苦労について、ご意見

として受け止めさせていただきます。今後どのよう

に展開をしていくのか、意見の積み上げを継続して

いきたい考えです。

8 3 6

３（ア）【実績】

・「他業種からの相談」について

どの様な業種でしょうか？どのような内容でしょ

うか？

企業、教育関係、病院や、8050問題として包括支援

センター等、介護保険に関わる関係機関からの相談

がありました。
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9 3 6

・「困難ケースの後方支援の傾向として施設入所

への移行希望が主となっており地域の仕組みが整

備されていない」について

入所施設の受け入れが縮小され入所が難しくなっ

ています。他市では、日中事業所に通えず、入所

もできず、家族が抱えて崩壊寸前の家庭がありま

す。寒川町でもあり得ることです。ご指摘のとお

り、地域で支援する仕組みが必要だと思います。

支援困難ケースの方への支援の手立てが、入所施設

への移行という、ほぼ一択にならざるを得ないこと

は喫緊の地域課題であると捉えています。ご家族の

レスパイトの仕組み、地域の日中活動事業所、グ

ループホーム等への後方支援の強化等、支援体制の

構築に努めます。

10 6 10

職員対応要領、留意事項について

次回改正の時には、文中の「者」は「人」とした

方が良いと思います。

＜例＞要領 第2条 5行目　「状態にある者」→「状

態にある人」

など

次回改正時の参考とさせていただきます。

11 4

今年度は、海老名市自立支援協議会で実施した合

同事業所説明会を寒川町でも実施するとの話が

あったが、寒川町として、どのような課題があ

り、その課題解決のための手法の一つとして実施

することが適切なのかを、自立支援協議会で検討

を進めていく方がいいのではないかと思います。

町の事業所から声があり、寒川町の事業所をより

知っていただく場を設けるため、自立支援協議会で

図っていく考えです。


